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定する社会的なスキル(世界保健機関 (World Health Organization、 WHO) による定義)であるヘル
スリテラシーは、健康管理や保健サービスの利用等に大きな影響があるだろうとの報告がされてい
る。 Nutbeam は WHO の定義に基づいて、ヘルスリテラシーを、 Functionalliteracy :基本的な読
み書き能力、 Interactive literacy :情報を入手し、日常生活に活用する能力、 Critical literacy :情
報を批判的に分析し、より良い生活のために情報を活用する能力、の 3 種類に分類した。ヘルスリ
テラシーに関するこれまでの研究は、 Functional hea1th literacy (以下 FHL) である数的処理能力
や読解能力に主に焦点を合わせていた。しかし、適切な健康情報を選択し、理解したうえで意思決
定や行動に結び、つけられるなどの Interactive hea1th literacy (以下 IHL) や Critical hea1th literacy 
(以下 CHL) について評価した研究は、ほとんど報告されていない。また、日常の医療現場で使用さ
れる可能性のある資料を基にした FHL の評価、健康情報に関する CHL の評価、さらに高血圧知識、
血圧コントロールとの関連について検討した報告は、これまでに存在しない。




本研究は、仙台市内の公的な医療施設に定期健康診断を受ける目的で訪れた 50 歳代半ばの 320 名を
対象に、 FHL の数的処理能力 (numeracy section of FHL) (以下 FHLN) 、読解能力 (reading















既往のない対象者において、男女別に FHLN、 FHLR、 CHL、および高血圧知識と収縮期血圧、拡
張期血圧との関連を検討した。女性において、 FHLN、 FHLR が高い群の収縮期血圧は、有意差は
認められないものの、低い群よりやや低値であった。しかし、男性の FHLN、 FHLR が高い群の収
縮期血圧は、低い群より有意に高債で、あったまた、女性において FHLR の高い群は、有意差はない
ものの、低い群より拡張期血圧がやや低値であった。しかし、男性では、 FHLN および、 FHLR が



















れている口ヘルスリテラシーに関するこれまでの研究は、 functional health literacy(以下 FHL)
である数的処理や読解能力に主に焦点を合わせていた。しかし、日常の医療現場で使用される可
能性のある資料を基にした FHL の評価、適切な健康情報を選択し、批判的に分析したうえで意
思決定や行動に結びつけられるなどの critical health literacy(以下 CHL)の評価、さらに高血圧
知識、血圧コントロールとの関連について検討した報告は、これまで存在しない。
そこで本研究では、定期健康診断を受ける目的で訪れた 50 歳代半ばの 320 名を対象に、 FHL
の数的処理能力(numeracy section of FHL)(以下 FHLN)、読解能力(reading comprehension 

















る critical health literacy を含む包括的なヘルスリテラシーと、実際の医療現場で使用される資
料をもとに、高血圧知識、血圧との関連を検討した、博士の学位にふさわしい価値の高い研究と
評価できるロよって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認めるロ
に
υ
。
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